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コメント 

 本研究は、平⾯ホウ素 π 電⼦系の近⾚外蛍光特性やラジカル
安定性を利⽤し、基礎科学としての有機合成化学、構造有機化
学のみならず機能性材料への展開を⽬指すものである。研究内
容も極めて独⾃性が⾼く、本研究によって典型元素化学領域に
新たな概念が⽣まれる可能性がある。 

応募者は、これまでの研究活動において、シロール、ホスホ
ール類など典型元素を含む π 電⼦系化合物に関する基礎的な研
究で独創的な研究成果を上げるとともに、実⽤化にも成功する
など、世界でも有数の研究業績を上げており、本研究を遂⾏し、
⼗分な研究成果を上げることが期待できる。 

  

  


